
社会福祉法人 土佐町社会福祉協議会 

〒781-3401 

土佐町土居 206 保健福祉センター内 

電話 82-1067 82-1069（ＦＡＸ） 
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ホームページ  https://www.tosa-shakyo.or.jp 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

4 月より新たな体制で出発します。これからも

地域の皆様のご理解ご協力をいただきながら、

「やっぱりここにおってよかったねえ」と言え

る福祉のまちづくりの実現を目指し、活動に取

り組んで参ります。 
今後とも‘しゃきょう“をどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

これからも地域の皆様と共に 



 

 

 

皆様には、土佐町社会福祉協議会に対しまして、ご支援、ご鞭撻を賜り

深く感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウィルス第 6 波の感染拡大を受け、高知県でも感染

拡大を防ぐ「まん延防止等重点措置」の対策が2月12日から3月6日

まで県内全域で実施されたところであります。 

コロナ禍で事業が思うように実施できない状況にはありますが、皆様

のご支援により、感染予防対策をしっかりと行いながら、人と人との心の

つながりを切らないよう、社協活動を持続しております。 

町民の皆さんとの出会い・ふれ合いを最も得意とする社会福祉協議会と致しましては、以

前のような日常活動が一日も早く戻って来る事を願うばかりです。 

３回目のワクチン接種がすすんでいる一方、小さいお子さんへの感染も心配される状況と

なり、今まさにコロナ感染症と闘っておられる患者の皆様にお見舞い申し上げますと共に、

感染リスクに最大限神経を使いながら日夜懸命に頑張っておられる医療・介護現場の関係者

の皆様に感謝と敬意を申し上げたいと思います。 
  

土佐町では「ＳＤＧｓ未来都市計画」を策定し町づくりを推進しておりますが、社会福祉

協議会でも地域共生社会の実現に向け活動をすすめており、「貧困をなくそう」「すべての人

に健康と福祉を」等の目標は、土佐町社協の第２期社協強化・地域支援計画並びに第６次地

域福祉活動計画の実践とも重ってまいります。 

2021 年度高知県が実施した、50 世帯未満の県内小規模集落の実態調査中間報告で

39.3%が「10 年後の集落活動を維持できない」と回答。10 年前の 2011 年の調査より

12.5％増え、高齢化や担い手不足で集落の維持が困難になっている実情があり、一方「集

落にこれからも住み続けたいか」の問いには68.2%が住み続けたいとの回答であった事が

高知新聞に掲載されていました。県では実態調査に基づき中山間地対策を本格化、2012年

度に「集落活動センター」を制度化し、現在 32市町村・63カ所の活動センターがありま

す。土佐町でも石原・松ヶ丘・森・地蔵寺地域などの活動に広がっており、今後は集落活動

センターとあったかふれあいセンターの融合をすすめていかなければなりません。 

そのために、町内旧小学校区10地区の活動計画に役場地域担当職員と社協職員がそれぞ

れの力を発揮し「持続可能なまちづくり」に向け、地域支援を充実させており、土佐町地域

包括支援センター等各関係機関と連携を図り、お一人お一人の立場に立った伴走的支援に努

めております。また、永年取り組んできた老人給食を見直し、令和４年度から「見守り訪問

ふれあい便」としてさらに見守りを強化していくこととなりました。私共は、「誰一人取り

残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現」を目指して一層の努力を重ねてい

かなければなりません。 
  

後になりましたが、職員の退職・異動により令和４年度は新体制でのスタートとなります。

総務部が要となり、地域福祉部・在宅福祉部の活動は車の両輪とも言えます。役職員一丸と

なって、行政や各関係機関と心の通う連携に努め、地域の皆様に寄り添いながら支援ができ

る体制をつくってまいります。 

土佐町社会福祉協議会に対しまして、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。                         土佐町社会福祉協議会 

                            会長 山 下 秀 雄 

新年度のご挨拶 



  

 

私たちは「やっぱりここにおってよかったねえ」と言える福祉のまちづ

くりを理念として、各部で目標を持って取り組みをすすめています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長    西村 真由美 
 

事務局次長     山﨑 敦憲 
  

法人運営主任兼地域福祉副主任 

筒井 由美 

 

総務係         西岡 岳 
  

在宅福祉主任     黒岩 美保 
 

在宅福祉副主任    和田 郷子 
 

相談支援員   近藤 仁司（嘱託） 
 

サービス提供責任者 筒井 賀代 
 

訪問介護員 

上田 絵里（嘱託） 

藤原 佐枝（パート）  

中町 麻紀（パート） 

川村 宮恵（パート） 

川田 絹子（パート） 

地域福祉主任   上田 大 

 

地域福祉係    松井 美紀 
 

あったか地域サポーター 

伊藤 資子（パート） 

川田 美代子（パート） 

下川 恭子（パート） 

仁井田 弘子（パート） 

森川 由紀（パート） 

稲垣 由美（パート） 

曽我部 千恵子（パート） 

和田 純一（パート） 

川村 房子（パート） 

✿法人運営部         ～住民から信頼される社協に～ 

令和４年度事務局体制と活動目標 

✿在宅福祉部         ～その人らしい自立した暮らしの実現～ 

✿地域福祉部         ～住民・行政と一体となった地域福祉の推進～ 

土佐町地域包括支援センター 

包括支援係 野々宮 明日香 

✿町へ出向 

〇組織強化を図り、目標達成に向けて取り組む体

制づくりをすすめます。 

〇職員の資質向上を図り、支援体制強化をすすめ

ます。 

〇住み慣れた家で自分らしく暮らせるよう、相談か

ら支援体制の充実を図ります。 

〇安心して暮らすための見守り・支援体制をつくり

ます 

〇次世代のボランティアを育成し、住民誰もが参加

し、活躍できる地域福祉活動を促進します。 

〇自分が住む地域に関心をもち、支え合いができる

地域づくりを進めます 

職員の給与やコンプライアンス、会計や寄付金の取り扱いなど法

人運営の総務全般を行っています。 

相談業務をはじめ、訪問介護サービスや生活資金貸付、生活困窮

者や障害者等への自立支援、生活支援などを行っています。 

あったかふれあいセンター事業をはじめ、地域福祉活動計画や見

守り活動ふれあい便（旧老人給食）など、地域の支え合い活動や

つながりづくりを行っています。 



【事業計画】

1

2

3

法人運営事業

･ 法人運営事業

･ ボランティアセンター事業

･ 福祉基金運営事業

･ 小口生活福祉資金貸付事業

共同募金配分金

･ 老人福祉活動事業

･ 福祉育成・援助活動事業

･ 日常生活自立支援事業

･ 生活困窮者自立支援事業

･ あったかふれあいセンター事業

･ 一般介護予防普及啓発事業

･ 認知症総合支援事業

･ あったかふれあいセンター機能強化・拠点支援事業

･ 生活支援体制整備事業

介護保険に基づき訪問介護事業を行います

･ 相談支援事業

･ 障害福祉サービス事業

合　　　　計

予算額

福祉のまちづくりを推進するために、理事会や評議員会
を中心に社協運営の充実をはかります

事　　業　　名　

共同募金の配分金を活用し地域の見守り活動やボラン
ティア活動の啓発を実施しています

受託事業

障害福祉事業

県・町より事業を受託し、住み慣れた地域で健康に安心
して暮らせるよう各事業を実施しています

障害者総合支援法に基づき、訪問介護ｻｰﾋﾞｽや相談事業を
行います

47,853

450

25,853

813

3,146

訪問介護事業

120

15,411

310

64,024

500

620

住民・行政と一体となった地域福祉の推進
令和４年度の事業計画は、上記の３本柱に基づき、それぞれの具体的な計画を策定し、中
期・後期で検証しながら、推進していきます。事業計画書・予算書は、社会福祉協議会事
務所・ホームページにてご覧いただけます。
     ※必要な方にはお渡ししておりますので、ご遠慮なくお申し出ください

【予　　算】 単位（千円）

住民から信頼される社協に

その人らしい自立した暮らしの実現

4,000

432

2,959

10,000

104,064

4,503

1,110

4,246

5,356

8,211

令和４年度事業計画・予算



 

 

 

 

 

 

4 月より新しい事業がスタートします。その名も「見守り訪問ふれあい便」。この事業は、昭和

58年より地域の皆様に支えられ続けてきた「老人給食事業」の後継事業として実施します。 

コロナ禍で、令和2年より調理を伴う老人給食事業が休止。その間、職員間での協議、訪問活動

の試行、事業検討会などを経て、新事業「見守り訪問ふれあい便」の実施が決まりました。 

 

 

 

目的 高齢者または見守りを必要とされる方に

定期的な訪問を行うことにより、関係機関

や団体並びに地域住民の理解と協力を得

ながら、地域共生社会の実現に向けて事業

を実施します 

地域共生社会の実現

って、世代や職種を

超えていろんな人が

つながりあい支え合

っての地域づくりを

目指すってことだよ 

協力機関 民生委員児童委員協議会 

     地域ボランティア・団体 

対象者 85歳以上独居高齢者（原則） 

    その他見守りが必要と思われる方 

実施日 月２回（水曜日） 

民生委員さんやボラ

ンティアさんに協力

してもらい、定期的

な見守り訪問をする

んだね 

けど、いままでの「老人給

食事業」とどう違うの？？ 

同じようだけど、お弁当を作

り配るのでなく、見守り全般

を継続的に考えていくってと

ころが一番の違いかな 

事業運営 本事業が円滑に運営できるよう、地

域見守り推進委員会（仮称）を設置

し、運営及び事業内容について協議

します 

持続可能な事業を展開してい

くために、ボランティアや関

係機関と話し合いを持つよう

になるんだね。状況に応じて

その都度見直しができるね 



 

 

 

 

 

毎年恒例の共同募金活動では、皆様のご理解ご協力に厚く御礼申し上げます。 

皆様からお寄せいただいた令和３年度の募金総額は、９９６，３２９円で、全額県共同募金会

へ送金いたしました。寄附金の一部は令和４年度の配分金として土佐町の福祉活動費として戻

ってきます。配分金は、見守り訪問活動の経費やボランティア活動支援費として活用いたしま

す。ご寄附いただきました下記の方々に感謝申し上げ、今後ともご支援くださいますようお願

い申し上げます。 

土佐町共同募金委員会 会長 和田守也 

 

 

                          【 令和４年３月３１日現在 】 

 

   戸別募金  募金総額 ６７６，４００円 

  ・下瀬戸地区 様 ・黒 丸 地 区 様 ・峯石原地区 様  

 ・西石原地区 様 ・東石原地区 様 ・上地蔵寺地区 様  

・中地蔵寺地区 様 ・下地蔵寺地区 様 ・立 割 地 区 様 

・平 石 地 区 様 ・栗 木 地 区 様 ・五 区 地 区 様 

・駒 野 地 区 様 ・相 川 地 区 様 ・高 須 地 区 様  

・白 石 地 区 様 ・上ノ土居地区 様 ・中 村 地 区 様 

・大 谷 地 区 様 ・南 境 地 区 様 ・東 境 地 区 様 

・北 境 地 区 様 ・中和田地区 様 ・西和田地区 様 

・南 泉 地 区 様 ・宮古野地区 様 ・溜 井 地 区 様 

・伊勢川地区 様 ・上 野 地 区 様 ・田 井 地 区 様  

・三 島 地 区 様 ・中 島 地 区 様 ・樺 地 区 様  

・大 渕 地 区 様 ・古 味 地 区 様 ・柚ノ木地区 様 

・南 川 地 区 様 

   

 

 

 

法人募金  募金総額 ２６３，０００円 

 

・川田石油（有）様 

・中江産業（株）様 

・さめうら荘  様 

・早明浦病院  様 

・パルテ岩崎  様 

・（株）末広   様 

 

・田井医院     様 

・和田電気商会   様 

・(有)和田スタジオ 様 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 人仲良く 
 大きくなってね♪ 
 

80 号 

 ひよこぐみ写真館・ほっこりエピソード募集中です。まずは土佐町社協へご連絡ください。 

片手にはゴミ袋、片手には金ばさみをもって近所を散歩しながら

ゴミ拾いをしたそうです。家に戻るとゴミ袋いっぱいになってい

て、「たくさん あったね～」と予想を上回るごみに驚きながらも、

すっきりいい気分♡親子で笑顔になったそうです。 

 お家時間を 
 親子で楽しく！きれいに！アクティブに～!! 
★ 

土佐町保健福祉センター1 階のトイレの

洗面台には季節折々の草花がとても素敵

に飾られることがあります。いつも気持

ちに癒しや元気パワーをくれ「この花は

何かね？」「こんなに生けたらステキ」と

みんなを楽しませてくれています。そん

な草花を素敵に、時にはダイナミックに

飾ってくれるのは元土佐町社協局長の 

山首尚子さんです。「道ばたに、けなげに

咲く草花がすきなのよ～」と、自宅から

花瓶やグラス、和紙や小物などを持参し

て素早く生ける姿も、またステキです。 

 

★トイレの洗面台がギャラリーに!! 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校募金  募金総額 ２１，４９９円 

・ 土佐町小学校 様     ・ 土佐町中学校 様 

 

職域募金  募金総額 ３３，２００円 

・ 土佐町役場職員 様    ・ 土佐町社協役職員 様 

 

その他   募金総額  ２，２３０円 

      （順不同） 

 

 

 

 

   土佐町共同募金委員会では、令和４年度赤い羽根共同募金の配分要望の受付を致します。 

   この公募は、配分金を有効に使うために受配団体等の要望内容を的確に把握し、皆様から

の善意である大切な募金を適正に配分するためのものです。なお、配分については土佐町共

同募金委員会審査委員会で審議され決定します。 

    ☆ 配分の範囲  ○民間の社会福祉事業・更生保護事業その他社会福祉を目的とす

る事業を経営する者 

               

             ○先駆的、開拓的な福祉活動を行う民間非営利団体（ＮＰＯ）、  

ボランティア団体 

 

             ○その他社会福祉のため必要と認められる事業を行う団体 

 

    ☆ 受付期間  令和 4 年 4 月 1 日から 5 月 10 日まで 

    ☆ 申請先   土佐町共同募金委員会 

            〒781-3401 土佐町土居２０６ 土佐町社会福祉協議会内 

            電話 ０８８７―８２―１０６７ ８２―１０６９（ＦＡＸ兼用） 

 

・西川歯科診療所   様 

・(有)ナカマチ本店  様 

・(有)筒井工務店   様 

・土佐町森林組合  様 

・(有)くるまや    様 

・(株)れいほく未来 様 

・川田建設(有)    様 

 

・(有)嶺北衛生   様 

・土佐酒造(株)  様 

・土佐地区商工会 様 

・(有)早明浦建設 様 

・嶺北興産(株)  様 

・泉商事(有)   様 

・（株）光陽    様 

 

・(株)高橋本店  様 

・(株)ヤセック高知様 

・(有)近藤石材店  様 

・吉野林材(有)  様 

・本山運送(株)  様 

・(有)西岡建設  様 

・明治建設(有)  様 

・トップ農機商会(有)     様 

・(有)嶺北観光自動車   様 

・(有)嶺北ホンダ販売   様 

・エディオンさめうら店  様 

・土佐町酪農業協同組合 様 

・土佐さめうら観光協会 様 

・(株)ダイレック高知工場 様 

・れいほくの里どんぐり  様 

・高知県農業協同組合  様 



225 名 （うち） 男性 107 名 女性 115 名 不明 3 名

◎

◎

◎

①

②

③

①

回答数 件

② 222　件

【まとめ】
　今回のアンケートでは、皆様から貴重なご意見をたくさん賜りました。読まない理由として、「興味関心
がない」との回答が43.9％と最も多く、今後は「掲載してほしい（知りたい）内容の記事」の回答に応えて
いく事ができるよう、検討・工夫をしていきます。
　また、131名の方から広報誌への協力をしていただけるとの回答がありました。地域住民の皆様からのご
協力をお願い申し上げます。
　自由記入欄には色々な質問やご意見を記入いただいております。皆様からのご意見にはしっかりとお応え
できるよう、紙面の充実と定期的な情報提供をしていきたいと思っております。
　詳しい調査結果は地区長会において報告いたします。
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　今回、嶺北高校生も対象にアンケートを
行っており、回答者数の33.3％が嶺北高校生
でしたので、「発行している事を知らない」
という回答もありました。
　町外在住者を除く150名のうち83名
（55.3％）は必ず読んでいると回答し、次い
で52名（34.7％）が「時々は読んでいる」
との回答であったため、9割の方が目を通し
てくれていると考えられます。

　読まない理由では、「興味関心がない」、「読む（見
る）時間がない」との回答が大多数を占めており、【質
問２】の回答をもとに紙面の再考、欲しい情報がすぐわ
かるような工夫をする必要があると考えられます。前回
（2016年）調査時から比較すると「面白くない」との
回答はありませんでしたが、読みづらいとの回答はまだ
ありますので、今後も検討・工夫が必要です。

【 質 問  】 掲載してほしい（知りたい）内容の記事は次のうちどれですか？ 回答数

広報誌だけでなく、様々な媒体から社協情報を発信していきます。

強化
ポイント

【 質 問  】 「福祉とさちょう」を年３回全世帯に配布していますが、あなたは読んでいますか？

令和３年度「福祉とさちょう」に関する住民アンケート結果報告

この度は、アンケートにご協力を賜り有難うございました。
また、回収等にご足労いただきました皆様に心から感謝申し上げます。
お陰様で、多くの皆様から貴重なご意見をいただき、以下の点を強化し広報活動の充実を図ります。

アンケート回答数

配 布 方 法

地区長会を通じて全世帯へ配布

保育園、小中学校を通じて保護者に配布

嶺北高校に配布

☆アンケート集計結果

住民の協力者を募り、読みやすい広報誌の作成に努めます。

若年層にも興味・関心を持っていただけるよう工夫します。
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地 区 名 備         考

五 区 森 岡 多 美 子 様 100,000 香典返し

徳 島 市 伊 川 朱 実 様 100,000 香典返し

溜 井 長 野 進 様 100,000 香典返し

中 島 筒 井 君 子 様 切手

上 野 川 田 雅 敏 様 50,000 香典返し

田 井 田 岡 公 平 様 50,000 香典返し

上ノ土居 志 和 由 美 様 200,000 香典返し

三 島 西 尾 寛 子 様 50,000 香典返し

相 川 式 地 博 士 様 商品券

大 谷 和 田 美 佐 子 様 100,000 香典返し

上 野 谷 サ ダ 子 様 150,000 香典返し

　以上の方々からあたたかいご寄附をいただきました。ありがとうございました。

氏　　　名

至：R4 ． ３．３１

自：R3 ．11．   １

金　　　額

皆様からいただいた活動資金（募金）は、全額日本赤十字社に送金しています。そ
の後、国内外の災害救援活動をはじめとした人道的支援活動、啓発活動等に役立てら
れています。土佐町への交付金は、災害に関する研修、防災用品の購入や地域におけ
る防災活動等に活用されています。

※日本赤十字社の詳細については、日本赤十字社HP

（http://www.jrc.or.jp/)を検索ください。

日本赤十字社高知県支部は「災害からいのちを守る赤十字」として、災害発生時の医療

救護活動や救援物資の配布、平時には南海トラフ地震に備えた訓練や命を救う救急法等の

普及、赤十字ボランティアの育成などの活動を行っています。令和3年度は静岡県熱海市

をはじめ日本各地で起きた大雨による災害救護活動などを行いました。

これらの人道的活動は、国や県からの公的資金によらず皆様からお寄せいただく活動資

金によって支えられています。

つきましては、赤十字の活動にご理解いただくとともに、赤十字活動資金へのご協力を

5月は赤十字会員増強運動月間です
～赤十字活動資金へのご協力をお願いいたします～

日本赤十字社土佐町分区

分区長 和田 守也


